
新しい就農のカタチをご提案

～ 在職中に「根」を育て、退職後に「実」を得る ～

 「一人で悩ませない」 三位一体のサポート
まずは、お気軽にご相談ください！

総合窓口

金山町 農林課 農政係
 TEL:0233-29-5644

就農の壁を越える 3つのメリット リアルな収支イメージ（10aあたり）

1. 収入の空白期間ゼロ！
就農1年目は「週末農業」で準備。会社員として給与所得を得ながら株を養成
し、定年退職と同時に本格的な営農（収穫）をスタートできます。

2. 初期投資を劇的にカット！
通常約120万円の定植機をJAから低額でレンタル可能。約51万円の実質投資
で、170万円相当の設備環境が整います。

3. シニアに優しい労働設計！
収穫後の「そぐり（調整作業）」は室内での手作業が中心で、冬は作業があ
りません。一度植えれば3年収穫できるため、徐々に面積を拡大することで、
作業負担が平準化し、無理なく続けられます。

【退職後】 就農2年目の利益
農業所得(純利益)

98万円・農業収入（売上）121万円
・経費（肥料・農薬・資材・地代）▲ 14万円 

金山町

プロジェクトの総合窓口。複雑な手続き
を裏側で繋ぎ、ワンストップで支援。

農業委員会

優良な農地の斡旋や、重労働（耕起等）
を委託できる作業受託農家を紹介。

金山農協（JA）

定植機の貸出、営農指導員による栽培指
導から出荷の受け入れまで。

【退職前】 就農1年目の準備
実質持ち出し額

51万円
・苗代（種・培土・苗箱）5.0万円
・肥料・土壌改良材・農薬9.5万円
・農地賃借・JA定植機1.5万円
・機械購入（除草・防除用）35.0万円

・経費（出荷資材・地代）▲ 9万円 

※記載の金額は気象条件等により変動する場合があります。 
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